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インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等の状況報告について（第 7９回目） 

 

○本日、６施設から学級閉鎖等の報告がありましたので、お知らせします。（詳細別紙） 

感染拡大防止のため、基本的な感染対策、予防接種の検討に加え、 

家庭内での感染対策の実施について、市民の方への呼びかけをお願いします。 

 

・今シーズンの学級閉鎖等の累計は、前年同日比の約 3.7倍となっています。 

・特に子どもの感染割合が高く、子どもから家庭内への感染を防ぐことが重要です。  

・１月に入り、インフルエンザＢ型の割合が増加しています。 

  Ａ型にかかった人が、その後Ｂ型にかかることもあるため、注意しましょう。 

 

【本日の学級閉鎖の集計】 

  

 

 

 

 

 

【今シーズン開始以降の施設数の累計】（令和７年９月１日以降に学級閉鎖等があったもの） 

  

 

       

 
（注）学級閉鎖等施設数の累計は、延べ数を記載しております。 

同一施設で同一週に学級閉鎖が２クラス以上あった場合は、学級閉鎖が１校として計上しています。 

「インフルエンザ様疾患」とは、38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁若しくは鼻閉、咽頭痛、痰のいずれか１つ以上）が現れている状態をいいます。 

 

【インフルエンザの流行状況について】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年第７週（2/9～2/15）の 

定点あたり報告数（※）は 

55.68人となりました。 

 

第２週（1/5～1/11）は、 

17.63人まで減少しましたが、 

第３週から再び増加しています。 
 

 

（※）１定点医療機関あたりの１週間におけるインフルエンザ患者の受診者数で、市内 40 か所の定点医療機関から毎週報告を受け、算出しています、 

 



 

 

 

【感染対策について】 

 

 

 

    
 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

  福岡市 保健医療局 保健所 健康危機管理部 健康危機管理課 

担当：高園・村上（ＴＥＬ：４０１－１７６９） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的な感染対策「手洗い、マスクの着用を含む咳エチケット、換気」を行いましょう。 

・日頃から十分に栄養や睡眠をとるなど、体調管理に努めましょう。 

・特に高齢者の方は、重症化予防のためにワクチン接種が有効です。 

・家庭内での感染対策として、体調不良の方とは食器・タオル等の共有をしないことや 

看病時のマスク着用、よく触れる場所の消毒などを行いましょう。 



 

 

インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等一覧（２月 19日） 

 

 

 

 

 
 

 

※プライバシー保護の観点から、施設への取材はお控えくださいますようお願い申し上げます。 

 

学級閉鎖等の情報は、報告の都度、下記のホームページに掲載しています。 

     【福岡市保健所ホームページ】 

 

 

 

        

https://www.city.fukuoka.lg.jp/hofuku/hokensho/kansensho/kansenshojoho/hodohappyou/influenzahoudou.html 

別紙 


